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§１．研究成果の概要 

 

2020年度は「サブゲノム・ゲノムの構築」と、「継代実験による自己再生産アッセイ」をアミノアシル

tRNA合成酵素遺伝子(aaRS)の一部について実施した。まず、20 種類の aaRS を分割して持つサ

ブゲノムの構築を行った。また、研究を進める中で aaRSを一つのゲノム上に集約せず、すべて

別々のサブゲノムとして複製させた方が、コピー数の制御が容易になり、しかも複製効率は悪くなら

ないことが判明したため、追加で 20 種類の aaRSがすべて分割された 20 個のサブゲノムも構築し

た。さらに 2020 年度には、20 種類の aaRS 遺伝子が、PURE system中で発現させたときに活性の

ある形で発現するかを検証した。条件の最適化の結果、すべての aaRS遺伝子について十分な活

性のある形で発現させることに成功した。ここでの「十分な活性」とは、発現した aaRS を使って

DNA複製酵素を翻訳したときに、DNA複製が検出できるくらいの活性とした。特に PheRSについ

てはこれまで PURE system中で発現させても活性がないことが知られていたが、低温で発現させ

ることにより活性のある形で発現することができた。さらに当初の予定には含まれていなかったが、

「進化実験によるゲノム配列の最適化」についても一部実施し、phi29 DNA複製酵素と Cre 組み

換え酵素を組み合わせた DNA複製スキームにより油中水滴中での遺伝子発現と、そのタンパク

質による持続的な DNA複製に成功した。 
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